
白馬村長 丸山俊郎 様 

白馬村上下水道事業の今後の経営に係る意見書 

（素案） 

 

 令和４年度白馬村上下水道事業経営審議会は、令和４年７月 27 日に第１回が開催され、

当審議会の経過や決算等の経営状況について説明を受けました。 

 第２回と第３回では、人口減少等に伴う料金収入の減少、施設等の老朽化に伴う更新需要

の増大、それらを遠因とした漏水や有収率の低下などについて説明がありました。更には、

今後の更新計画、経営指標を用いた経営状況、村民アンケートの結果、現在の白馬村の水道

料金体系と近隣市町村との比較等についての報告を受けたところです。 

 これまでの審議会の中で、意見交換を行い、今後の経営について下記のとおり提言があり

ました。 

 

・ 水道料金、下水道使用料の改定について検討すべきである。 

・ 有収率を上げるためにも管路更新率の向上に努めるべきである。 

上記等の意見をとりまとめて記載 

 

以上、審議会では   審議会の総意について記載   と概ね認識されました。 

これらの意見を踏まえ、コロナ禍及び物価高における村民生活への影響にも配慮しつつ、

安全で安心な水道水の供給と安定的な汚水処理に向けて、持続可能な経営の在り方について

引き続き検討をすべきと考えます。 

 

 

令和５年３月 日 

 

白馬村上下水道事業経営審議会  

会 長   杉山 茂実     


